
10.10
OCT2003
NO.882

第18回国民文化祭・やまがた2003

「地芝居の祭典」②

平成14年度一般会計決算④

白鷹町の介護保険⑥

「協働のまちづくり」に向けた検討が

始まりました⑧

環境 ISO14001認証取得に向け

キックオフ宣言⑨

保育園児を募集します⑩

梅津五郎画伯遺作展⑫

インフルエンザワクチン接種に

ついての知らせ⑮

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町企画課

第18回国民文化祭・やまがた2003「地芝居の祭典」

　10月４日、さくらの里文化伝承館とその周辺を会場に国民文化祭「地芝居の祭典」が開催されました。

　（詳しくは、２～３ページに掲載）
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劇団夢一座「暗闇街道別れ涙のおばこ節」

滝劇団「母恋がらす」
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俳優・梅沢富美男さんをお迎えしてのトークショー 高玉芝居の鈴木啓座長、夢一座の佐藤正一座長、

小室等さん、小形雄二さんによるシンポジウム

白鷹伝統芸能祭

地芝居を生み育てた風土をより多くのかたに理解していただくため、
町内に伝わる各種伝統芸能が披露されました。
写真　①皇太神社獅子舞　②畔藤田植踊り　③葎

むぐらだに

谷神楽（新潟県栃尾市）

　　　④八乙女の舞　⑤七五三獅子舞子獅子舞　⑥萩野の子獅子舞

　　　⑦狐まつり（奴ふり、七福神）
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14
年
度
の
行
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
町
の
将
来
の
姿
を
展
望
し
、

町
民
の
声
を
反
映
し
開
か
れ
た
町
政
の

展
開
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
や
計
画

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
財
政
の

健
全
化
に
も
考
慮
し
、
予
算
の
執
行
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
は
、
個
人
所

得
割
が
給
与
所
得
の
減
な
ど
の
影
響
に

よ
り
減
少
、
法
人
税
割
も
景
気
の
影
響

に
よ
り
減
少
、
住
民
税
全
体
で
は
10
・

０
％
減
少
、
固
定
資
産
税
は
、
土
地
、

家
屋
と
も
伸
び
て
１
・
２
％
増
加
、
税

全
体
で
は
３
・
３
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
地
方
交
付
税
は
０
・
６
％
の
増

加
、
国
庫
支
出
金
は
補
助
事
業
の
減
に

よ
り
減
少
、
県
支
出
金
は
畜
産
振
興
総

合
対
策
事
業
等
に
よ
り
増
加
、
地
方
債

は
単
独
事
業
の
増
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
増
に
よ
り
全
体
で
増
加
、
そ
の
結
果
、

歳
入
総
額
は
前
年
度
よ
り
０
・
３
％
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
情
報
通
信
技
術

を
利
用
し
た
産
業
の
創
出
を
図
る
た
め
、

情
報
産
業
拠
点
施
設
を
整
備
し
た
ほ
か
、

新
た
に
放
課
後
児
童
対
策
事
業
を
川
西

地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産

基
盤
の
整
備
、
町
道
、
合
併
処
理
浄
化

槽
な
ど
生
活
関
連
施
設
等
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
荒
砥
駅
前
交
流
施
設
の
整

備
、
東
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
や
西

中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
歳
出
総
額
で
は
前
年
度
よ
り

１
・
１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳　入 歳　出

十王財産区特別会計 243万円 50万円

下水道特別会計 9億7,448万円 9億5,717万円

国民健康保険特別会計 12億246万円 11億4,185万円

老人保健特別会計 17億9,318万円 17億9,241万円

農業集落排水特別会計 2億8,840万円 2億8,098万円

訪問看護特別会計 4,652万円 3,659万円

介護保険特別会計 10億4,087万円 10億4,037万円

水道事業会計＜収益的収支＞ 3億7,458万円 3億314万円

水道事業会計＜資本的収支＞ 1億5,435万円 3億1,520万円

病院事業会計＜収益的収支＞ 12億3,831万円 12億2,884万円

病院事業会計＜資本的収支＞ 　0万円 1億7,702万円

特別会計・事業会計

決 

算

使ったお金は

85億8,899万円

起債（借入金）残高133億1,330万円

歳入総額　89億6,038万円

▼

荒
砥
駅
前
交
流
施
設

町税内訳 金額 構成比（％）

町民税 4億5,882万円  5.1

固定資産税 6億　970万円  6.8

軽自動車税 3,306万円  0.4

たばこ税 7,970万円  0.9

特別土地保有税 58万円  0.0

入湯税 1,129万円  0.1

都市計画税 4,995万円  0.6

小　計 12億4,310万円 13.9

その他（依存財源内訳） 金額 構成比（％）

地方譲与税 1億1,816万円 1.3

利子割交付金 1,522万円 0.2

地方消費税交付金 1億3,236万円 1.5

自動車取得税交付金 5,465万円 0.6

交通安全対策特別交付金 291万円 0.0

地方特例交付金 4,480万円 0.5

小　計 3億6,810万円 4.1

町債
13億5,870万円
15.1％

県支出金
6億2,858万円
7.0％

国庫支出金
2億6,656万円
3.0％

地方交付税
41億6,533万円
46.5％

その他
（依存財源）
3億6,810万円
4.1％

町税
12億4,310万円
13.9％

その他
（自主財源）
9億3,001万円
10.4％

普通交付税
37億8,157万円
42.2％

特別交付税
3億8,376万円
4.3％

その他（自主財源）内訳 金額 構成比（％）

分担金及び負担金 5,635万円  0.6

使用料及び手数料 1億4,069万円  1.6

財産収入 880万円  0.1

寄附金 23万円  0.0

繰越金 4億3,501万円  4.9

諸収入 1億3,627万円  1.5

繰入金 1億5,266万円  1.7

小　計 9億3,001万円 10.4

平成14年度　一般会計
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歳出を目的別に見てみると
　　区　分　　　　　金　　額　　（一人当たり金額）　　構成比

●民生費　13億9,938万円（80,959円）　16.3％

　在宅介護支援センター運営事業、生きがい通所支援事業など高齢者福
祉対策や障害者福祉計画の策定に取り組みました。子育て支援として、
学童保育の開設や乳幼児医療の充実、乳児保育など特別保育事業を行い
ました。また、介護保険、国民健康保険、老人保健の特別会計への繰出
も行いました。

●衛生費　6億2,621万円（36,228円）　7.3％

　健康な地域社会づくりを推進するため、継続して人間ドックなど各種
検診、母子保健事業や健康づくり推進員養成事業などに取り組みました。
環境保全対策については、環境基本計画を策定し、地球にやさしいまち
づくりに努めるとともに、ペットボトルやプラスチックなどの資源回収
やリサイクルの推進、ごみ減量化など町民のかたがたと一体となって取
り組みました。引き続き、不法投棄防止対策や環境教育基金事業などを
実施しました。さらに、清浄な水道水源の確保等を図るため、個別排水
処理施設事業に取り組みました。

●商工費　2億6,043万円（15,067円）　3.0％

　新たな産業の創出を図るため、情報産業拠点施設の整備を行ったほか、
深山工房の取得など観光資源の整備を行いました。町内の経済状況は、
業種により差異はあるものの依然として不透明で、雇用環境なども厳し
い状況ですが、金融対策事業をはじめとする商工業支援の実施、工業技
術力強化推進事業などを行ってきました。アジア国際音楽祭を始め桜ま
つりや鮎まつり、雪中サッカー大会などのイベントの開催により、地域
の活性化、交流の拡大を図るとともに、白鷹らしさをピーアールしまし
た。

●農林水産業費　７億9,983万円（46,273円）　9.3％

　基盤整備事業により水田畑地化を行い、大豆栽培の推進や農作業の効
率化、省力化などを推進するための生産基盤の整備など将来の農業経営
の環境整備に取り組みました。農業の担い手である認定農業者への支援
を継続的に行うとともに、中山間地域等直接支払推進事業により農村環
境の保全や地域づくりの推進に努めました。循環型農業の推進や畜産経
営の体質強化を図るため、畜産振興総合対策事業、家畜排せつ物適正処
理緊急対策事業等の実施、さらに、耕種農家と畜産農家の連携を図り、
堆肥利用の推進に取り組みました。森林居住環境整備事業により、林道
の整備を実施しました。

●土木費　12億2,080万円（70,627円）　14.2％

　高岡柏原線、田尻白山森線、浅立沼田岩崎線、乳蔵佐野線、荒砥駅舘
の内線、山際線、菖蒲中嶌線、新町神明線などの幹線道路整備とあわせ、
生活道路等の整備について計画的に実施しました。また、鮎貝まちづく
り事業については、鮎貝土地区画整理組合の事業と連動して推進し、都
市計画街路荒砥鮎貝線の工事に着手するなど事業の展開を図りました。

●教育費　11億2,400万円（65,028円）　13.1％

　平成13年度から実施している東中学校大規模改造事業、さらに西中学
校トイレ改修事業を行うとともに、総合的な学習を中心に、それぞれの
地域の特性を生かした学習の推進など地域と共に歩む学校運営に努めて
まいりました。白鷹学講座や男女共同参画まちづくりセミナーや山形交
響楽団の演奏会を開催したほか、古典桜の保護増殖事業等を行い、伝統
文化の継承、保存に取り組みました。国民文化祭の開催準備事業として
高玉芝居の上演やポスター原画募集などを実施しました。日本女子ソフ
トボールリーグやパラグライディング大会、若鮎マラソンなど各種大会
を開催、スポーツの振興と交流の促進を図りました。

●その他　31億5,834万円（182,722円）　36.8％

　総務費では、議場等整備事業、フレッツＡＤＳＬ関係の整備を含む総
合情報センター事業等を行いました。消防費では、西置賜行政組合への
負担金や防火水槽など地域の消防施設の整備を行いました。災害復旧費
では、林道等の災害復旧に対応しました。そのほか議会費（議会を運営
するための費用）、労働費（勤労者を支援するための費用）、公債費（借
入金返済）に使われました。

使われたお金

496,904円

納めていただいた町税

71,918円

地方交付税・国県

支出金・起債など

町民一人あたりの金額は、平成15年3月31日現在の町の人口

17,285人で割ったのものです。

町民一人あたりで見てみると（一般会計分）

借入金の残高

770,223円

歳出総額　85億8,899万円

▼
ソ
フ
ト
小
村
�
情
報
産
業
拠
点
施
設
�

その他
4億1,214万円

4.8％

扶助費
3億7,669万円

4.4％

繰出金
9億3,135万円

10.8％

物件費
8億5,612万円

10.0％

補助費等
10億4,975万円

12.2％

公債費
17億2,002万円

20.0％

人件費
15億7,720万円

18.4％

普通建設事業
16億6,572万円

19.4％

その他内訳 金　額 構成比（％）

維持補修費 2億 1,827 万円 2.5

貸付金 3,062 万円 0.4

投資及び出資金 4,575 万円 0.5

災害復旧費 1,632 万円 0.2

積立金 1億　 118 万円 1.2

予備費 0万円 0.0

小　計 4億 1,214 万円 4.8
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白
鷹
町
�
介
護
保
険

平
成
14
年
度
決
算

　

平
成
14
年
度
の
白
鷹
町
介
護
保

険
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額
10
億

４
０
８
７
万
円
、
歳
出
総
額
10
億

４
０
３
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
給
付
費
は
、
認
定
者

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
よ

り
、
９
億
８
１
６
２
円
、
昨
年
度

か
ら
10
・
６
％
の
伸
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

65
歳
以
上
の
か
た
（
第
１
号
被

保
険
者
）
約
４
８
６
０
人
か
ら
町

が
直
接
い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料

は
、
１
億
５
４
４
２
万
円
で
し
た
。

　

介
護
保
険
は
、
利
用
し
な
い
で

済
む
の
が
い
ち
ば
ん
で
す
が
、
も

し
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
の

生
活
を
支
え
る
大
切
な
仕
組
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
保
険
料
の
納
付

等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

要介護等認定者数などの比較（年平均）

認定者数
介護サービス
利用実人数

利用率
（利用者÷認定者）

居宅サービス
利用者数

施設サービス
利用者数

平成13年度 609人 535人 87.8％ 389人 148人

平成14年度 667人 598人 89.7％ 451人 149人

※同一月の居宅・施設両サービス利用者がいるため、両サービスの合計と実人数は一致しません。

介護保険給付費の内訳
●施設サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

常に介護が必要で自宅での介護が困難なかたが入所し、介
護などの日常生活の世話、機能訓練、健康管理などが受け
られます。（町内施設：白光園）

4億4,638万円 83.4％

介護老人保健施設
（老人保健施設）

病気やけがなどの治療後、リハビリテーションなどを必要
とするかたが入所し、医学的管理下における、介護、看護、
リハビリテーションなどが受けられます。（町内施設：なし）

8,589万円 16.0％

介護療養型医療施設
長期にわたって療養が必要なかたが入所し、療養上の管理、
看護、医学的管理下における介護などの世話、リハビリテ
ーションなどが受けられます。（町内施設：なし）

307万円 0.6％

施設サービス費合計 5億3,534万円 100.0％

●高額介護サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

高額介護サービス費
１カ月の利用者負担額が、一定の上限額（一般世帯は
37,200円）を超えた場合、超えた分が払い戻されます。（申
請が必要です）

370万円 0.4％

総務費
4,574万円

4.4％

介護保険給付費
9億8,162万円

94.4％

財政安定化基金拠出金
467万円
0.4％

基金積立金
1万円
0.0％

その他
833万円
0.8％

給付費の内訳
居宅サービス  ：4億4,048万円 44.9％
施設サービス  ：5億3,534万円 54.5％
高額介護サービス：   370万円  0.4％
審査支払手数料 ：   210万円  0.2％

第1号被保険者
保険料     

1億5,442万円

14.8％

0.0％

11.8％

1.6％
0.6％

31.3％

24.4％

15.5％

国庫支出金
2億5,354万円

支払基金交付金
3億2,548万円

県支出金
1億2,270万円

一般会計繰入金
1億6,100万円

基金繰入金
1,699万円

繰越金
668万円 その他

6万円

歳入 :10億4,087万円歳出：10億4,037万円

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

�
☎
86

－

０
２
１
３
�
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●居宅サービス費

サービスの種類 サービスの内容 支出額 比率

訪問介護
ホームヘルパーが訪問して入浴、排泄、食事などの介護を
します。

5,422万円 12.3％

訪問入浴介護
浴槽を積んだ浴槽車が自宅を訪問し、入浴サービスを行い
ます。

30万円 0.1％

訪問看護 看護師などが自宅を訪問し、看護などを行います。 3,216万円 7.3％

訪問リハビリテーション 専門職員が自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。 57万円 0.1％

通所介護
（デイサービス）

デイサービスセンターなどに通い、入浴・食事の提供など
を受けます。

1億178万円 23.1％

通所リハビリテーション
介護老人保健施設などに通い、リハビリテーションを行い
ます。

5,803万円 13.2％

福祉用具貸与
貸与の対象として定められた福祉用具（車いす・特殊寝
台・歩行器等）の貸付を受けます。

1,933万円 4.4％

短期入所生活介護
（ショートステイ）

特別養護老人ホームなどに短期間入所し、入浴、排泄、食
事などの介護を受けられます。

1億392万円 23.6％

短期入所療養介護
（ショートステイ）

介護老人保健施設などに短期間入所し、看護、医学的な管
理のもとでの介護・機能訓練などが受けられます。

317万円 0.7％

居宅介護支援
ケアマネジャーが利用計画の作成などのケアマネジメント
を行います。（利用者負担なし）

3,962万円 9.0％

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師などが療養上の管理や指導を行い
ます。

1,273万円 2.9％

痴呆対応型共同生活介護
（グループホーム）

比較的安定した痴呆のかたが共同生活をする住居において、
入浴、排泄、食事などの介護が受けられます。

545万円 1.2％

福祉用具購入費
保険対象となる福祉用具を購入し、後で費用の９割を町か
ら払い戻しを受けます。

162万円 0.4％

住宅改修費
保険対象となる住宅改修を行い、後で費用の９割を町から
払い戻しを受けます。

758万円 1.7％

居宅サービス費合計 4億4,048万円 100.0％

●審査支払手数料

種　　　　　類 内　　　　　　　　　容 支出額 比率

審査支払手数料
介護サービス事業者からの請求等についての審査・支払い
などに関する事務を国保連合会に委託しており、その手数
料を支払います。

210万円 0.2％

介護保険料を特別徴収（年金からの天引き）により納付いただいているかたへ
－保険料の改定による特別徴収額の変動にご理解をお願いします－

　介護保険料は、今年度から金額が見直され、月額あたり2725円から3000円（第３段階）に増額されました。
　保険料の特別徴収は、仮徴収期（４・６・８月）と本徴収期（10・12・２月）に分かれ、仮徴収期については、その年
の２月の天引き額と同額を徴収させていただくことになっています。そのため、保険料の増額改定分等は10月か
らの本徴収に上乗せさせていただくことになり、仮徴収期と本徴収期の天引き額に大きな差が生じる場合があり
ます。特別徴収の仕組みをご理解いただき、徴収額の変動についてご了承いただきますようお願いします。

【天引き例①：今年度の所得段階が第３段階で、15年２月の天引き額が5,500円だった場合】

仮徴収期 本徴収期 保険料
総　額４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

15年度 5,500円 5,500円 5,500円 6,500円 6,500円 6,500円 36,000円

【天引き例②：今年度の所得段階が第４段階で、15年２月の天引き額が5,500円だった場合】

仮徴収期 本徴収期 保険料
総　額４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

15年度 5,500円 5,500円 5,500円 9,660円 9,600円 9,600円 45,360円

※①・②とも、仮徴収期の額の変更ができないため、保険料の改定による増額分は本徴収期に上乗せになります。

※仮徴収期の天引き額によっては、本徴収期の天引き額が下がる場合もあります。（前年度より所得段階が下がった場合など）

※年金からの天引き額は、所得段階の変動や、被保険者としての資格取得（65歳）時期等により個人ごと違いますが、同じ所得段階

　であれば、各期の天引き額は違っても、年間でいただく保険料額は同額です。

※保険料の額等については、保険料額通知の際お渡ししているチラシや、広報しらたか3月12日号をご覧ください。
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し
ら
た
か
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　

広
報
し
ら
た
か
６
月
13
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
検
討
が
具

体
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

公
募
委
員
を
含
む
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
で
は
、

数
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
会
議

を
経
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
提
言
書
を
作
成
し
、

町
長
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、
町
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

も
協
議
し
、
平
成
16
年
３
月
を
目

途
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し

て
の
「（
仮
称
）協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

去
る
９
月
16
日
に
は
、
第
１
回

の
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
委

員
会
」
を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
別
表
の
日
程
で
検
討
を

進
め
る
予
定
で
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
・
鮎
貝
ま
ち
づ
く

り
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
２
８
）

「
し
ら
た
か
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
白
鷹

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.shirataka.

yam
agata.jp/

「協働のまちづくり検討委員会」開催予定一覧
検討委員会 日　　時 会　議　概　要

第１回
９月16日（火）

午後７時～９時
◇オリエンテーション
◇ワークショップ

まちづくり課題について

第２回
10月１日（水）

午後７時～９時
◇協働のまちづくりについて学習

講師　東北公益文科大学学長

第３回
10月７日（火）

午後７時～９時
◇ワークショップ

住民参加、協働の課題掘り起こし

第４回
10月14日（火）

午後７時～９時
◇ワークショップ

協働のキーワード整理

第５回
10月21日（火）

午後７時～９時
◇ワークショップ

協働のまちづくりの考え方の整理

第６回
11月４日（火）

午後７時～９時
◇検討会議

ワークショップのまとめ

第７回
11月26日（水）

午後７時～９時
◇検討会議

協働のまちづくり推進要綱の検討

第８回
12月３日（水）

午後７時～９時
◇ワークショップ

推進要綱の実行性確保の検討

第９回
12月10日（水）

午後７時～９時
◇ワークショップ

推進要綱の実行性確保の検討

第10回
１月21日（水）

午後７時～９時
◇検討会議

提言書まとめ

会場はすべて中央公民館３階大会議室となります。
都合により日程、内容等が変更になる場合がありますのでご了承
願います。
日程等の変更確認のため、参加される際は事前に企画課までご連
絡ください。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
様
子

「協働のまちづくりシンポジウム」
を開催します

　協働のまちづくりについての認識を深めるとともに、町

民の皆さんのご意見をお聞きするためにシンポジウムを開

催します。

　皆さんの積極的な参加をお願いします。

▼日時　11月８日（土）午後２時～５時

▼場所　健康福祉センター「すこやかホール」

▼内容

【協働のまちづくりについての講演】

　講師　東北公益文科大学学長　小松隆二氏

【パネルディスカッション】

　コーディネーター　東北公益文科大学学長　小松隆二氏

　パネラー　　　　　白鷹町長　橋本光記　ほか

�
協
働
�
�
�
�
�
�
�
�
向
�
�
検
討
�

始
�
�
�
�
�
�

事業着手の趣旨並びに委員公募の広報

協働のまちづくり検討委員会（委員公募）

ワークショップなど

まちづくり条

例策定委員会

（各主管長）

振興審

議会

議会

町長

条例　公布・施行

公　聴

（シンポ

ジウムの

開催等）

状況中間広報

（町報／ホｰムペｰジ）

最終広報

（町報／ホｰムペｰジ )

条例広報

（町報／ホｰムペｰジ )

意見等

意見等

諮問

答申

提案

議決

検討作業の流れ

提言書 委員委嘱
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10
月
１
日
、
橋
本
町
長
が
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
に

向
け
、「
人
と
自
然
が
共
生
し
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
、
循
環
を
基
調

と
し
た
社
会
の
構
築
を
目
指
し
行

動
し
ま
す
。」
と
全
職
員
を
前
に

キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

宣
言
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
は
、
各
職
場
で
推
進
員
を

中
心
に
環
境
側
面
調
査
を
行
い
、

環
境
方
針
の
策
定
な
ど
、
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

注　��
��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１
９
９
６
年
に
国
際
標
準
化
機
構

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
運
用
に
必

要
な
項
目
を
「
要
求
事
項
」
と
し

て
規
格
化
し
た
国
際
規
格
。

�
�
�
�
�
�
�
宣
言
�
�
�
�

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

を
内
外
に
宣
言
し
て
、
活
動
を
開

始
す
る
た
め
の
も
の
。

�
�
環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

環
境
方
針
の
実
現
に
向
け
、
実
施

し
、
達
成
し
、
見
直
し
、
維
持
す

る
た
め
の
体
制
。
事
業
活
動
に
お

け
る
環
境
へ
の
影
響
を
継
続
的
に

改
善
す
る
仕
組
み
。

キックオフ宣言
　朝日連峰と白鷹丘陵、最上川がおりなす四季折々が美しい白鷹町は、豊か

な環境に恵まれ、地域の長い歴史・風土と多くの先人達の営みにより育まれ

てきました。

　私たちは、この恵み豊かな環境を維持し、発展させ、将来の世代に継承し

ていく責務があり、環境の保全と創造に努めることを決意し、平成12年９月

25日に環境基本条例を制定しました。さらに、これに基づき、平成15年３月

には、「美しいしらたかを未来の子どもたちへ」をテーマとし、環境保全と創

造に関する環境施策を定めた白鷹町環境基本計画を策定しました。しかし、

この間もごみ問題や生活排水による河川の汚れ、大気汚染や騒音問題、身近

な自然の減少などさまざまな環境問題が発生しています。

　このようなことから、白鷹町では今後さらに第４次白鷹町総合計画のテー

マでもある、「人・自然ともにきらめき、心豊かな美しい郷」の理念を推進す

るために、資源循環型社会の推進など、自らの活動に伴う環境負荷の低減を

めざし、すべての生物の源となる地球環境保全活動への積極的な行政運営を

実施します。

　私たちは、今こそ環境の有限性を認識することにより、人と自然が共生

し、環境への負荷の少ない持続的に発展することができる、循環を基調とし

た社会の構築を目指し行動しなければなりません。

　このために、環境保全に対する職員の意識改革を図り、地域住民活動の率

先垂範となるためにも、国際規格に則した「環境マネジメントシステム」を

構築し、ISO14001の認証取得に向けた取り組みを、全職員が一丸となり積極

的に行動することを宣言します。

平成15年10月1日　　　　　　　　　　　

白鷹町長　　橋　本　光　記

美
�
�
�
�
�
�
�
未
来
�
子
�
�
�
�
�

環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
認
証
取
得
�
向
�
�

�
�
�
�
�
宣
言
�
行
�
�
�
�
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�
保
育
園
入
所
対
象
児
童
�

　

家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
乳

幼
児
で
す
。

�
申
�
込
�
方
法

初
�
�
保
育
園
�
入
所
�
�
�
子
�
�
�
場
合
�
新
規
�

�
申
込
書
�
�
関
係
書
類
�
保
育
園
�
�
�
健
康
福
祉
課
児
童
係

�
受
�
取
�
�

�

�
必
要
事
項
�
書
�
�
書
類
等
�
準
備
�
�
�
�
不
明
�
点
�
�

提
出
�
�
時
�
�
相
談
�
�
�
�
�

�

�
期
日
�
�
�
近
�
�
保
育
園
�
�
�
健
康
福
祉
課
児
童
係
�
書

類
等
�
提
出
�
�
�

　

入
所
申
込
書
と
関
係
書
類
を
表
２
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
申
込
書
は
、
各
保
育
園
及
び
健
康
福
祉
課
児
童
係
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
入
所
し
て
お
り
、
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
、
今
回
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
育
園
を

通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
保
育
園
か
ら
、
ほ
か
の
保
育
園
に
入
所
さ
れ
る
場
合
は
、

新
規
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
保
育
料
�

　

国
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年

齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
入
所
承
諾
�

　

１
月
末
に
文
書
に
て
通
知
し
ま
す
。（
す
で
に
就
学
前
ま
で
承
諾

さ
れ
て
い
る
人
に
は
通
知
い
た
し
ま
せ
ん
。）

施設名 定員 対象 保育サービス 保育形態

こぐわ保育園 90 3～5歳 時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

あゆかい保育園 120 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（3カ月検診後）、一時保育 異年齢混合保育（3、4、5歳）

よつば保育園 90 0～5歳 時間延長保育、乳児保育（3カ月検診後）、一時保育 年齢別保育

ひがしね保育園 90 3～5歳
時間延長保育（ただし、土曜日の午後は除く）、

障害児保育、一時保育
異年齢混合保育（3、4、5歳）

あらと保育園 150 0～5歳
時間延長保育、一時保育、

乳児保育（産休明け保育含む）

年齢別保育（0、1、2、5歳）

混合保育（3、4歳）

表１　募集内容と保育サービス

＊対象児童年齢は、平成16年4月1日現在のものとします。
＊一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童とします。

保育園児を募集します
平成16年度
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受付場所 受付日時

こぐわ保育園

☎ 85-5409

11月４日（火）

午前９時～11時30分

あゆかい保育園

☎ 85-2369

11月５日（水）

午前９時～11時30分

ひがしね保育園

☎ 85-5218

11月６日（木）

午前９時～11時30分

よつば保育園

☎ 85-0084

11月７日（金）

午前９時～11時30分

あらと保育園

☎ 85-3160

11月10日（月）

午前９時～11時30分

表２　申し込みの受付日時と場所

＊このほか、11月４日（火）から11月12日（金）ま
　で児童係（健康福祉センター）でも受け付けます。

（土・日曜日を除く）

世帯の課税状況 3歳未満児 3歳以上児

生活保護世帯 0円 0円

町民税・所得税非課税

世帯
8,000円 5,000円

町民税課税・所得税非

課税世帯
17,000円 14,000円

所得税課税世帯
25,000円

～50,000円

19,000円

～36,000円

表３　平成15年度保育料

＊１世帯から２人の児童が入所する場合は、１人は
　半額に、３人以上が入所する場合は、１人は半額、
　もう１人は10分の１の額となります。

問い合わせ

　健康福祉課児童係
　（健康福祉センター内

・☎86－0111）
　または各保育園

水稲農家（作付面積
２ヘクタール未満）の

皆さんへ

　作付面積２㌶未満の水稲（自家用畑の作付がある
場合を含む。）標準は、平成15年分の申告（平成16
年２月16日～３月15日申告分）から、名称を「農業
所得簡易計算」と改め、より簡易な計算方式に変更
します。

【農業所得簡易計算による新しい計算方法】

総収入金額（雑収入を含む）×所得率

－事業専従者控除＝農業所得金額

（注）
①「農業所得簡易計算」では、　従来別途控除して
　いました「共通控除経費」や「実額控除経費」を
　織り込んだところで所得率を算定しています。
②「総収入金額」は、ご自分で記録（出荷伝票や請
　求書及び領収書の控えなどの保存）する必要があ
　ります。

　農業所得の計算も、ほかの事業所得と同様、実際
の収入金額から実際の必要経費を差し引く収支計算
によることが原則です。
　「農業所得簡易計算」は、記帳や領収書等の保存
が不完全なため、どうしても収支計算ができない農
家のかたが使用する目安です。
　有機栽培や無農薬栽培などの特殊な方法により栽
培するかたや、大農具などを多く所有して必要経費
が収入金額を上回るような農家のかたは、収支計算
による申告をお願いします。

収支計算による申告を行うためには、次の記録

や保存が必要となります。

１．農産物を販売したときの記録と、出荷伝票や請

　　求書及び領収書の控などの保存

２．農産物を家業消費（自宅での消費や兄弟親戚等

　　への贈答など）したときの記録

３．農産物を事業消費（米などの農産物の現物によ

　　る小作料の支払いなど）したときの記録

４．肥料、農薬、諸材料などの経費に係る記録と、

　　請求書や領収書などの保存

５．年末において在庫（未販売・未使用）となって

　　いる農産物、肥料、農薬、諸材料などの記録

【問い合わせ】
長井税務署調査部門個人課税担当（☎84－1934）
役場税務課住民税係（☎85－6132）
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※
一
定
面
積
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？
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出
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必
要
な
土
地
取
引
�

（１）都市計画区域

   　　　　5,000m2以上

　　　　　
（５反歩）

（２）都市計画区域以外の区域

   　　　　10,000m2以上

　　　　　
（１町歩）

届
出
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必
要
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引

●
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買　
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交
換　

●
営
業
譲

渡　

●
譲
渡
担
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●
代
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弁

済　

●
共
有
持
分
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譲
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●

地
上
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、
賃
借
権
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設
定
、
譲

渡　

●
予
約
完
結
権
、
買
戻
権

な
ど
譲
渡

山
形
県
地
価
調
査
結
果

�
発
表
�
�
�
�
�

地
価
調
査
と
は･

･
･

　

県
内
全
市
町
村
を
対
象
と
し
て
、

各
地
域
で
基
準
と
な
る
土
地
（
こ

れ
を
基
準
地
と
い
う
）
を
選
ん
で
、

そ
の
土
地
の
適
正
な
価
格
を
公
表

し
、
土
地
を
売
買
す
る
と
き
の
目

安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

白
鷹
町
に
関
す
る
調
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇一団の土地取引についても

　届出が必要です。

（例）

基準地の所在
今年価格
（円/m2）

前年価格
（円/m2）

変動率
（％）

大字荒砥甲字長表五788番23（仲町公民館付近） 21,200 21,600 -1.9

大字鮎貝字八幡一1104番4　外3筆（新野医院付近） 11,900 12,300 -3.3

大字十王字本宿2934番1（本宿7町内） 10,600 10,800 -1.9

大字鮎貝字内町二3284番4　外1筆（内町通り中央） 20,000 20,700 -3.4

大字鮎貝字神明六2886番2　外3筆（ニチロ付近） 15,700 17,000 -7.6

大字黒鴨字澤入2132番18　外2筆（山林） 49 53 -7.5

■土地取引届出及び地価調査

への問い合わせは企画課企画

・鮎貝まちづくり推進係

（☎85－6123）へどうぞ
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●対象となる合併処理浄化槽

　下水道認可区域と農業集落排水実施区域以外の

　住宅

●平成16年３月31日までに工事完了するもの

●人槽区分と補助金の限度額

　

５人槽 46万8,000円
平成15年度
残りの基数

７基

７人槽 54万7,000円 ２基

10人槽 69万4,000円 １基

●申込期限　平成15年11月14日（金）まで

　平成15年度の合併処理浄化槽設置
補助申請受付をしめきります　  

申し込みとお問い合わせ

建設水道課下水道管理係
（☎85－6138）
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フラワー長井線の利用券デザインを募集します

　フラワー長井線利用拡大協議会と山形鉄道株式会社では、フラワー長井線利用券
（特殊回数乗車券）のデザインを募集しています。来年の干

え と

支の「申（さる）」を図案
化してお寄せください。採用された作品は、来年販売する利用券の表紙のデザインと
なります。
　利用券のデザインは、残り２回で全干支すべてがそろいます。多くの皆さんからの
ご応募お待ちしています。応募作品の中から最優秀賞１作品、優秀賞２作品を決定し
ます。採用された作品（最優秀賞）は、１月13日号の「広報しらたか」でお知らせします。

▼応募方法　白紙の用紙か官製はがき１枚に作品１点を描き、住所、氏名、職業（学年）電話番号を書

　　　　　　いて郵送で応募してください。

▼規　　格　作品は縦11に対し横17の比率（完成／縦5.5センチ、横8.5センチ）でカラー

▼ 　  賞　　 最優秀作品、優秀作品には、賞状と記念品を贈呈します。

▼応募期限　11月14日（金）（当日消印有効）

■応募先・問い合わせ　

　〒993－8601　長井市ままの上５番１号　フラワー長井線利用拡大協議会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長井市企画調整課内・Tel84－2111）

今年の作品

おかげさまで15周年　夢をのせて走りつづけるフラワーライナー

フラワー長井線 15周年記念感謝祭
　長井線は大正２年10月に赤湯・梨郷間長井軽便鉄道として誕生、翌年に長井まで開通し、大正12年４月13

日荒砥まで開通になりました。長井線80年の歴史の中で、多くの人びとの交流と思い出を生んできました。

フラワー長井線は、10月25日の創立記念日をもって15周年を迎えます。この日を記念し、山形鉄道では下記

により15周年記念感謝祭を行います。

　日ごろのご利用に感謝を込めて、楽しいイベント盛りだくさん。皆さんのお越しをお待ちしています。

▼日時　10月25日（土）　午前10時～午後２時まで

▼場所　山形鉄道本社前広場（長井市栄町）

▼イベント内容

　①朝市　②フリーマーケット　③そば打ち実演販売　④記念乗車券・記念入場券の発売　

　⑤鉄道模型の展示　⑥黒獅子なべ（「天童平成なべ合戦」出店なべ）販売　⑦餅販売

　⑧長井市内小学生による列車と綱引き大会　⑨モーターカー体験列車

＊当日は、全線終日「ワンコインデーの日」とします。100円硬貨１枚で長井線乗り放題！
＊フリーマーケット出店者を募集します。団体、個人どなたでも大歓迎です。
　（しめきりはお問い合わせください）
■申込・問い合わせ　山形鉄道株式会社（☎88－2008　FAX88－5187）
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高齢者インフルエンザ予防接種についてのお知らせ

詳しくは、医療機関もしくは健康福祉課健康推進係（☎86－0210）までお問合せください。

▼対 象 者　白鷹町に住所を有する65歳以上（接種日において65歳以上）で接種を希望するかた、

　　　　　　または60 ～ 64歳で心臓・腎臓などに障害のあるかたで接種を希望するかた  

▼接種医療機関　白鷹町・長井市内の医療機関、公立置賜総合病院・長井病院

▼申込方法　希望する医療機関に直接お申し込みください。

▼接種回数　１回

▼接種料金　1500円～ 2000円程度の自己負担となります（町では、1000円の助成をします）

▼接種開始　各医療機関の接種開始日に合わせてください

▼接種終了（助成終了）　平成16年１月31日まで

＊接種の前に医院から配布される「インフルエンザ予防接種説明書」をよくお読みください。

　また接種の際は、予防接種予診票の記載、接種料金が必要です。

　町では、65歳以上のかたと、60歳から64歳までの心臓・腎臓などに障害があるかたの希望者に、次のように
インフルエンザ予防接種を行うことになりました。

インフルエンザワクチン接種に
ついての知らせ

　例年12月下旬ころから３月上旬ころまでインフルエンザの流行が見られます。インフルエンザは39℃以上の発熱、

頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状が強く、あわせて普通のかぜと同様の、のどの痛み、鼻汁などの症状も見ら

れます。さらに、気管支炎、肺炎、小児では中耳炎、熱性けいれんなどを併発し、重症化することがあるのもイン

フルエンザの特徴です。また抵抗力の弱い高齢者・乳幼児、気管支ぜんそく等の呼吸器疾患、慢性心不全などの循

環器疾患、糖尿病、腎不全、免疫不全などのかたは、インフルエンザにかかると合併症を併発する場合があります。

合併症の状況によっては入院を要したり、死亡する例もあり注意を要します。

　インフルエンザの予防の基本は、流行前に予防接種を受けることが大切です。インフルエンザに対する治療法も

実用化されましたが、感染前にワクチンで予防することがインフルエンザに対抗する最も有効な手段です。65歳以

上のかたや基礎疾患を有するかた（気管支ぜんそく等の呼吸器疾患、慢性心不全、先天性心疾患などの循環器疾患、

糖尿病、腎不全、免疫不全症など）は、インフルエンザが

重症化しやすいので、かかりつけの医師とよく相談のうえ、

接種を受けられることをお勧めします。

　なお、町立病院では、インフルエンザワクチン接種を10

月20日（月）から開始する予定です。

　また、重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）が、今年の冬か

ら春にかけて中国、台湾等で大流行し多数の死者も出まし

た。現在は沈静化していますが、これから冬にかけて流行

する可能性が懸念されています。症状がインフルエンザと

紛らわしいこともあり、インフルエンザの予防接種を受け

ることをお勧めします。

詳しくは、町立病院（☎85－2155）までお問い合わせください。
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　９月22日、東中学校の１年生が、栽培し
たジャガイモ約30㌔を学校給食の食材とし
てプレゼントしました。これは、本年度か
ら始まった命の大切さを知る学習の一環と
して、父母や住民の協力を得ながら栽培し
たもの。学年行事でカレーなどに調理し、
残りのジャガイモの使い道を生徒同士で話
し合った結果、町内の児童、生徒にも味わ
ってもらおうと、学校給食共同調理場に食
材として提供することになったものです。
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　９月25日、お年寄りの交通事故防止を目
的に、交通安全母の会が中心となって高齢
者宅を訪問し、夜の外出の際の注意などを
呼びかけました。この日は、母の会のほか、
長井地区交通安全協会荒砥、蚕桑両支部や
長井警察署のかたも参加。荒砥、蚕桑地区
のお年寄りのいる家庭160世帯を一軒一軒
訪問し、パンフレットや交通安全教室の案
内状を配りながら注意を呼びかけました。

第
18
回
町
民
�
�
�
�
�
�

大
会�

月
21
日
�
22
日
�
�
月
�
日

�
�
�
�
�
�
場

▼
一
般
男
子

１
位　

桜
館
エ
リ
ー
ズ
（
鮎
貝
）

２
位　

ミ
ラ
ク
ル
（
蚕
桑
）

３
位　

町
下
（
東
根
）

▼
一
般
女
子

１
位　

東
根
ト
シ
ち
ゃ
ん
ズ

２
位　

鮎
貝
レ
デ
ィ
ー
ス

３
位　

荒
砥

▼
壮
年

１
位　

白
鷹
エ
ン
ゼ
ル
ス

２
位　

鮎
貝
Ａ

３
位　

新
町
（
荒
砥
）

３
位　

町
下
（
東
根
）

　平成13年７月に着工し、総工費約６億
3700万円をかけ内外装をはじめ、ライフラ
インの全面改修を行った東中学校大規模改
造工事がこのほど完成しました。各教室や
体育館は明るいイメージで仕上げ、暖房や
トイレなどの各設備は使いやすいものに一
新されました。特に、町内の学校では初め
て太陽光発電システムを導入し、環境教育
の実践が可能になりました。機会があれば
ぜひご覧ください。

生
�
�
変
�
�
�
東
中
学
校

東
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
竣
工

　９月20日、21日の両日、白鷹ヤナ公園で
第27回白鷹鮎まつりが開催され、県内外か
ら１万5000人が訪れました。会場では、魚
のつかみ取りなどのイベントが行われると
ともに、「紅葉鮎」の炭火焼きやいも煮が販
売され、訪れた人は白鷹の秋の味覚を満喫
していました。また、この期間、深山の伝
統工芸村で「しらたか伝統工芸の村まつり」
も開催され、たくさんの観光客が伝統工芸
の体験などを楽しみました。

秋
�
味
覚
�
味
�
�

白
鷹
鮎
�
�
�
�
伝
統
工
芸
�
村
�
�
�
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入賞おめでとう
第38回白鷹若鮎マラソン大会
9月21日（日）蚕桑小学校～　日本陸上競技連盟公認コース

ハーフマラソン一般の部

1位 舟場保之 大阪府池田市 1時15分05秒

2位 栗田克信 東根市 1時15分31秒

3位 栗田秀信 東根市 1時16分23秒

10マイル一般の部

1位 長岡輝喜 朝日町 54分41秒

2位 柳沼久司 福島県三春町 58分21秒

3位 海野宏行 朝日町 58分52秒

10km 高校の部

1位 吉泉　亘 鶴岡工業高校 31分24秒

2位 相澤　茂 鶴岡工業高校 33分45秒

3位 齋藤敬之 鶴岡工業高校 35分12秒

10km 一般の部

1位 志田　学 山形市 32分34秒

2位 林　幸則 長井市 32分45秒

3位 阿部和幸 山形市 33分11秒

５km 中学男子３年の部

1位 大竹　雄 長井北中学校 16分24秒

2位 嶋貫大地 飯豊中学校 17分03秒

3位 菅原　翔 白鷹東中学校 17分38秒

５km 中学男子３年の部 (団体）

1位 白鷹東中学校 1時55分10秒

2位 米沢Jr.XCスキークラブ 1時59分11秒

５km 女子の部

1位 加藤真子 米沢商業高校 19分48秒

2位 伊藤愛奈 米沢商業高校 20分26秒

3位 小松田理恵子 長井高校 20分30秒

５km 女子の部（団体）

1位 米沢商業高校 1時22分11秒

2位 長井高校 1時31分27秒

５km 壮年男子の部

1位 小形富治男 白鷹町 18分24秒

2位 相馬知彦 宮城県仙台市泉区 18分26秒

3位 佐々木清 東根市 18分35秒

３km 中学男子1･2年の部

1位 黒澤　悠 飯豊中学校 10分10秒

2位 小川直也 白鷹東中学校 10分36秒

3位 四釜靖之 長井南中学校 10分36秒

３km 中学男子１・２年の部（団体）

1位 飯豊中学校 1時08分35秒

2位 白鷹西中学校 1時09分07秒

3位 米沢Jr.XCスキークラブ 1時09分53秒

３km 中学女子の部

1位 菅野恭子 飯豊中学校 11分10秒

2位 村上奈央 白鷹東中学校 11分12秒

3位 小川桂子 白鷹東中学校 11分14秒

３km 中学女子の部（団体）

1位 飯豊中学校 47分47秒

2位 長井南中学校 50分17秒

3位 白鷹西中学校 51分23秒

２km 一般の部

1位 小林幸一 白鷹町  9分07秒

2位 前村浩介 白鷹町  9分07秒

3位 佐藤美穂 飯豊町  9分54秒

２km 小学１年の部

1位 橋本美穂 東根小学校 10分38秒

2位 吉村昻訓 蚕桑小学校 10分42秒

3位 木口　圭 蚕桑小学校 10分54秒

２km 小学２年の部

1位 片山鷹士 蚕桑小学校  9分17秒

2位 青木智弥 東根小学校  9分39秒

3位 丸川賢太郎 蚕桑小学校  9分47秒

２km 小学３年の部

1位 髙橋祐太 東根小学校  8分36秒

2位 菅原由香利 新潟県きのと小学校  8分45秒

3位 佐藤剛士 蚕桑小学校  8分47秒

２km 小学４年の部

1位 紺野圭汰 鷹山小学校  8分19秒

2位 澤浦将光 荒砥小学校  8分26秒

3位 竹田衣武希 鷹山小学校  8分30秒

２km 小学５年の部

1位 菅井拓人 宮宿小学校  7分25秒

2位 紺野　凌 鷹山小学校 7分29秒

3位 近藤香澄 宮宿小学校  7分33秒

２km 小学６年の部
1位 小口大輔 鮎貝小学校  7分24秒

2位 羽田　葵 荒砥小学校  7分43秒

3位 佐藤賢介 蚕桑小学校  7分46秒

第
11
回
東
北
学
生
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会

　

９
月
23
日
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐

車
場
を
ス
タ
ー
ト
・
中
継
・
ゴ
ー

ル
に
東
北
学
生
駅
伝
対
校
選
手
権

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

全
日
本
大
学
駅
伝
大
会
の
東
北
代

表
選
考
会
を
、
駅
伝
方
式
と
し
て

昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
。

男
子
８
チ
ー
ム
、
女
子
４
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
男
子
は
東
北
福
祉
大

学
が
初
優
勝
、
女
子
は
東
北
学
院

大
学
が
３
年
連
続
５
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

完走者763人

　

大
会
の
開
催
に
際
し
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
類

　

資
源
ご
み
と
し
て
集
め
ら
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
中
で
、
食
べ
も
の
な
ど
の
汚

れ
に
よ
り
約
30
％
が
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
出
す
時
は
、
き

れ
い
な
物
だ
け
を
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
出
す
と
き
は
水
で
軽
く
ゆ
す

い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
空
き
缶
の
回
収
に
混
じ

っ
て
、
鉄
く
ず
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
時
が
あ

り
ま
す
。
缶
や
び
ん
は
、
中
を
洗

っ
て
そ
の
種
類
だ
け
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

�
�
�
�
中
�
注
射
針
�
危
険

　

８
月
21
日
に
千
代
田
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
、
ご
み
の
中
の
注
射

針
が
作
業
員
の
指
に
刺
さ
っ
て
し

ま
う
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

在
宅
医
療
で
点
滴
や
注
射
を
し
て

い
る
場
合
、
使
用
済
の
医
療
系
廃

棄
物
は
医
療
機
関
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
医
療
系
ご
み

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
と
し
て
収
積
所
に
出
す
場
合

は
、
針
な
ど
の
危
険
物
を
取
り
除

い
て
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
み
出
し
は
、
当
日
の
朝
８
時

30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時

間
を
守
り
適
正
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

●瑞龍院コース（西高玉地区）

環
境
�
�
�
�

�
�
分
別
徹
底
�
�
願
�

�
�

�
�
�
資
源
物
�
出
�
方
�
�
�
�

�
協
力
�
�
願
�
�
�
�
�

距離 約2.6km

天高くすがすがしい秋空のも

と、紅葉を楽しみながらウォ

ーキングを楽しみませんか。

今回、紹介するコースは西山、

東山の紅葉が楽しめます。ご

家族、お友達でぜひ歩いてみ

ましょう。

食欲の秋です。ヘルシーウォ

ーキング・ＭＥＭＯをご覧く

ださい。
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荒
高
祭

　

い
よ
い
よ
10
月
24
、
25
日
に
荒

高
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
文

化
祭
は
、「H

eartily

（
心
か
ら
）」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に

は
、
荒
高
生
一
人
ひ
と
り
が
心
を

込
め
て
文
化
祭
を
つ
く
り
、
地
域

の
か
た
が
た
と
一
緒
に
楽
し
め
る

よ
う
に
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
わ

た
し
た
ち
荒
高
生
が
一
緒
に
楽
し

め
る
よ
う
な
文
化
祭
を
つ
く
り
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
25
日

の
一
般
公
開
に
は
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

秋
季
高
校
総
体

　

９
月
号
で
も
秋
季
高
校
総
体
の

結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
地
区
大
会
で
テ
ニ
ス
部
が

個
人
の
部
で
男
女
と
も
ベ
ス
ト
８

に
入
り
、
県
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　

今
回
は
テ
ニ
ス
部
の
み
で
し
た

が
、
ど
の
部
も
３
年
生
が
抜
け
た

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

十
分
に
力
を
発
揮
し
、
よ
い
試
合

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
の

春
、
現
２
年
生
が
３
年
生
に
な
っ

た
と
き
、
ほ
か
の
部
も
よ
い
結
果

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
２
年
か
ら
行
っ
て
い
る

「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年

招
致
事
業
」（The Japan Exch

ange and Teaching Program

「
通
称

：

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）

が
、
今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
来
日
し
た
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
が
、
英

語
能
力
の
向
上
を
め
ざ
し
中
学
校

で
英
語
を
教
え
た
り
、
国
際
交
流

事
業
に
携
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
国
際
化
を
図
っ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
、
米
国
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
か

ら
８
人
の
外
国
人
が
英
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
中
学
校
で

の
英
語
授
業
や
小
学
校
で
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
８
月
か
ら
２
年
間
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
い

た
米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
出

身
の
ア
リ
ッ
サ
・
ク
ラ
イ
ン
さ
ん

の
契
約
期
間
満
了
に
よ
り
、
今
年

7
月
、
同
じ
く
米
国
か
ら
マ
リ
ー

・
シ
ュ
ウ
ィ
ー
タ
ー
マ
ン
さ
ん
が

来
町
さ
れ
ま
し
た
。
マ
リ
ー
さ
ん

は
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
近
い

テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
出
身

の
23
歳
で
、
今
回
は
じ
め
て
の
来

日
と
な
り
、
日
本
語
を
は
じ
め
日

本
の
い
ろ
ん
な
文
化
を
学
び
た
い

と
語
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
多
く

の
皆
さ
ん
と
交
流
が
図
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
で
彼
女
を
見

か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

荒
高
生
�
�
�
�
�
�
等
�
�

�
�
�
�
賞
�
受
賞
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
知
�
�
�

�
�
�

愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
�
コ
ン
ク
�
ル

　

特
選　

県
知
事
賞　

　

３
年　

金
田
智
子

置
賜
地
区
高
等
学
校
美
術
展　

　

奨
励
賞　

　

２
年　

菅
野
和
佳
菜

13年目のＪＥＴプログラム

（外国青年招致事業）

アリッサ・クラインさん（米国）から
マリー・シュウィーターマンさん

（米国）へ
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●防災シリーズ７　そのときどうする !?

■問い合わせ　役場総務課（☎85－6122）
　　　　　　　　　消防署白鷹分署（☎85－5242）

＜地震に対する知識を！＞
◎震度とマグニチュード        

　震度とマグニチュードは地震の強さを表しますが、分かりやすく説明すると、震度は揺れの強さ・マグニチュー
ドは地震の規模を表します。例えば、マグニチュードを電球の明るさだとすれば、震度は机の上の明るさというこ
とになります。

◎10階級気象庁震度階        

　地震が起こると必ず発表されるのが震度です。これがつくられたのは明治17年で、そのころは４階級に分かれて
いました。現在は10階級に分けられて使われています。

震度０　 人は揺れを感じない。 震度５弱

 

家具が移動することがあ
る。食器や本が落ちるこ
とがある。

震度１　

 

屋内にいる人の一部が、
わずかな揺れを感じる。

震度５強

 

車の運転が困難になる。
ブロック塀の多くが崩れ
る。

震度２　

 

屋内にいる人の多くが揺
れを感じる。電灯などが
揺れる。

震度６弱

 

立っているのが困難にな
る。家具の多くが移動、
転倒する。

震度３　

 

屋内にいる人のほとんど
が揺れを感じる。棚の食
器類が音を立てることが
ある。

震度６強

 

立っていられなくなり、
はわないと移動できな
くなる。多くの建物で壁
のタイルや窓ガラスが破
損、落下する。

震度４　

 

眠っているほとんどの人
が目を覚ます。電線が大
きく揺れる。

震度７　

 

揺れに翻弄され、自分の
意思で行動できない。耐
震性の高い建物でも、傾
いたり、大きく破壊する
ものがある。

◎家具の地震対策        

①タンスや本棚の固定　　②テレビや電子レンジの固定　　③棚や戸棚からの落下防止

◎家具の固定はなぜ大切か

　阪神・淡路大震災の6400人以上の死亡者のうち「家屋、家具類等の倒壊による圧迫死と思われるもの」は4800人
以上で、大変多くのかたが亡くなっています。このことから、家具の固定は命を守る大切なことです。
○家具の転倒防止は家庭で行え、工夫すれば比較的安い費用で家族を守ることができます。
○家具の転倒は、発生する頻度が高い震度５から起こります。
○家具が固定されていれば、大きな地震により家屋が倒壊しても、家具が落下してくる梁や壁から守ってくれま　
　す。生存空間が確保されることが期待できます。        
○家具の転倒は、屋外に避難するときの妨げになります。



佳
作　

ワ
ル
イ
子
も
イ
イ
子
も
包
む
親
ご
こ
ろ　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

　

〃　

一
徹
の
頑が
ん
こ固
親
父
も
遠
く
な
り　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

盆
三
日
だ
け
を
孝
行
し
に
帰
る　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

古こ

き稀
の
子
が
親
を
看み

て
い
る
長
寿
町　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

電
話
口　

声
そ
っ
く
り
に
似
た
親
子　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

親
ご
こ
ろ
届
け
に
秋
の
宅
急
便　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

秋
風
が
親
の
な
い
子
の
肌
に
ふ
れ　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

み
な
過
保
護
か
み
な
り
親
父
居
な
く
な
る　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

　

〃　

親
切
も
過
ぎ
れ
ば
お
節
介
に
な
る　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

宿
題
は
親
に
も
あ
る
ぞ
子
の
躾し
つ

け　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

老
境
に
入
っ
て
知
っ
た
親
ご
こ
ろ　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

親
指
で
メ
ー
ル
苦
労
を
知
ら
ぬ
子
ら　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

秀
逸　

風
邪
ひ
く
な
便
り
に
い
つ
も
親
ご
こ
ろ　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

遠
く
住
む
親
と
子　

窓
に
月
が
あ
る　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

ひ
な
鳥
の
夢
か
あ
さ
ん
の
傍そ
ば

に
居
る　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

も
う
一
度
叱
っ
て
欲
し
い
墓
に
立
つ　
　
　

柏　

原　

白
田　

哲
雄

　

〃　

草
を
刈
る　

親
の
仇
を
と
る
よ
う
に　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

気
が
つ
け
ば
親
の
レ
ー
ル
を
踏
ん
で
い
る　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

亡
き
母
に
捧
げ
る
言
葉　

あ
り
が
と
う　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

何
一
つ
取
り
柄
は
な
い
が
親
思
い　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

親
が
見
た
夢
の
続
き
を
見
て
い
ま
す　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

子
に
見
せ
ぬ
に
ぎ
り
拳
に
あ
る
涙　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

五
客　

口
惜
し
さ
を
バ
ネ
に
生
き
ろ
と
親
の
声　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

人
間
の
生
き
ざ
ま
親
の
背
に
学
ぶ　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

親
し
み
の
中
に
も
確し
か

と
車
間
距
離　
　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

親
馬
鹿
を
自
負
し
括か
っ
こ弧

の
中
に
居
る　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

釈し
ゃ
か迦

の
顔
ど
こ
か
親
父
に
似
て
見
え
る　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

人
位　

胎
動
に
母
と
な
る
日
の
夢
を
追
う　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

地
位　

ま
な
う
ら
に
微ほ
ほ
え笑

む
母
が
い
つ
も
居
る　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

天
位　

苦
労
な
ど
語
ら
ぬ
父
の
太
い
指　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

軸　
　

達
者
か
で
済
む
親
と
子
の
一
通
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
手
」
十
月
末
日
ま
で　

「
年
」
十
一
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

親　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選
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あらと保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

金メダル

運動会のごほうびに金メダルをもらっ

た年長児の子どもたち、

子どもたち「せんせい、どうして金メ

　　　　　　ダルは重たいのー？」

せんせい「がんばったみんなのパワー

　　　　　が詰まっているからだよ」

子どもたち「えー！どうやってつめた

　　　　　　のー？」

せんせい「それはヒ・ミ・ツ」

虫刺され

虫刺されに薬をつけました。

Ｋ君「うわっー、しょみるー！」

Ｓ君「うわっー、しみれたー！」

いろいろな表現がありますね。

《３日間コース》

講座名 期　日 時間 内　容

仕事に役立つ
ワードとエクセル

11月１日
（土）

11月２日
（日）

11月３日
（月）

午前10時

～

午後５時

仕事では必須のワード（文書作成ソフト）とエク
セル（表計算ソフト）。どちらも勉強してみたい
というかたにはとてもお得な講座です。どちらも
基本操作を勉強していきます。

ワードでできる！
POP作成とはがき印刷

11月10日
（月）

11月12日
（水）

11月14日
（金）

午前10時

～

午後５時

よく見かけるポスターやチラシを、ワードの機能
を使って作成します。ワードのはがき作成を用い
て年賀状も作成します。パソコンを使ったオリジ
ナルの年賀状づくりに挑戦してみませんか？

《６日間コース》

講座名 期　日 時間 内　容

ホームページ入門
（使用ソフト：

ホームページビルダー）

11月10日
（月）

11月12日
（水）

11月14日
（金） 午後６時

～

午後９時

今人気のホームページ作り。初心者のかたでも楽
しく学べます。ページの作り方からホームページ
をインターネットに公開するまでを全体を通して
勉強するので、おすすめの講座です。

11月17日
（月）

11月19日
（水）

11月21日
（金）

▼対象　20歳から64歳（求職者のかたを優先させていただきます）
▼定員　20人
▼受講料　無料（テキスト代は実費）
▼会場・問い合わせ 白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

11月のパソコン講習会
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�
�
�
�
長
井
線
�
行
�

�
湯
�
�
�
楽
�
��

地
酒
�

 

地
�
�
�
�
菊
�
�
�
�
旅
� 

 

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

10
月
30
日
（
木
）　

＊
午
前
８
時
48
分
発
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
に
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。（
宮
内

駅
下
車
）

＊
帰
り
は
、
赤
湯
駅
午
後
４
時
16

分
発
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
乗
車
、
５

時
14
分
荒
砥
駅
着
に
な
り
ま
す
。

▼
ど
こ
で
・
内
容　

南
陽
市

・
菊
ま
つ
り
（
双
松
公
園
）
見
学

・
東
の
麓
（
見
学
、
試
飲
）

・
酒
井
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
ワ
イ
ン
ボ

ト
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
づ
く

り
体
験
な
ど
。
ワ
イ
ン
代
は
実
費

に
な
り
ま
す
）

・
丹
泉
ホ
テ
ル
（
昼
食
、
入
浴
）

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
参
加
費　
　

３
５
０
０
円
（
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
運
賃
、
入
場
料
、

昼
食
代
、入
浴
料
、保
険
代
含
む
）

▼
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

▼
し
め
き
り　

10
月
27
日
（
月
）

（
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄

道
株
式
会
社
（
☎
88

－

２
０
０
２
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
88

－

５
１
８
７
）

 

白
樫
�
木
�
�
�
�
�
10

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
日
）
午
後

４
時
開
演

▼
ど
こ
で　

白
樫
の
木
の
家
（
鮎

貝
・
梅
津
一
郎
氏
宅
）

▼
曲
目　

バ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ン

バ
ロ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
２
番
、

ソ
ナ
タ
ト
長
調
ほ
か

▼
出
演　

山
形
チ
ェ
ン
バ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
ズ

▼
入
場
料　

２
０
０
０
円

▼
定
員　

30
人
（
予
約
制
。
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。）

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ　

梅
津

（
☎
85

－

４
４
５
０
）

 

愛
染
明
王
例
祭

▼
い
つ　

10
月
24
日
（
金
）
午
前

10
時

▼
ど
こ
で　

愛
染
明
王
堂
（
黒
鴨

林
道
頂
上
）

＊
午
前
８
時
30
分
に
役
場
前
か
ら

車
が
出
ま
す
。
乗
車
希
望
の
か
た

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
都
合
に
よ
り
直
会
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観

光
課
観
光
係（
☎
85

－

６
１
３
６
）

 

第
27
回
白
鷹
町
農
業
祭

▼
い
つ　

10
月
26
日
（
日
）
午
前

８
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
白
鷹
支
店
、
Ｊ

白鷹学講座

映画上映会とおすぎのシネマトークショー
　今年もまた、おすぎさんが素敵な映画を紹介してくれました。今回は、２日連続で２回上映します。中・
高校生の皆さんにもぜひ親子で観てもらいたいというお勧めです。
▼どこで　パワーセンター白鷹

▼内容　・おすぎさんのシネマトークショー

　　　　・映画「北京ヴァイオリン」の上映

　　　　☆１回目　日時　11月14日（金）午後６時～（午後５時30分開場）

　　　　　　　　　対象　一般のかた

　　　　☆２回目　日時　11月15日（土）午後２時～（午後１時30分開場）

　　　　　　　　　対象　中・高校生及び一般のかた

▼受講料（前売券）

　11月14日　1200円（全席）

　11月15日　中・高校生早割安券300円（10月末日まで販売）、

　　　　　　中・高校生券500円、親子券1500円、大人券1200円

▼チケット取り扱い

　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係、各地区公民館、町立図書館、パワーセンター白鷹

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

「北京ヴァイオリン」

（2002中国映画）
中国を舞台に、大都会で懸
命に生きる父子の絆と、彼
らをめぐる市井の人びとの
心の機微をあたたかく見つ
めた作品。息子を一流のヴ
ァイオリニストにすること
を夢見てすべてを捧げる貧
しい父と、父を愛し、母の
形見のヴァイオリンを弾く
のが得意な少年・・・。
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Ａ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
前

▼
内
容　

収
穫
感
謝
豊
作
祈
願
祭
、

農
産
物
直
売
、
そ
ば
ま
つ
り
、
も

ち
つ
き
実
演
園
児
招
待
、
営
農
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

＊
詳
し
く
は
、
後
日
チ
ラ
シ
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
祭
実
行
委

員
会
（
☎
85

－

２
１
２
１
）

 

懐
�
�
�
給
食
�

 

食
�
�
�
�
� 

�

　

子
ど
も
の
時
に
食
べ
た
懐
か
し

い
給
食
を
食
べ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
か
た
、
高
校
生
以
上
の
か

た
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
現
在
の
給
食
献
立
や
栄
養
に

つ
い
て
、
栄
養
士
か
ら
お
話
を
聞

き
ま
す
。
ま
た
、
厨
房
を
見
学
し

た
り
、
作
業
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で

見
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
16
日
（
日
）
午
前

11
時
〜
昼
12
時
40
分

▼
ど
こ
で　

学
校
給
食
共
同
調
理

場
２
階

▼
会
費　

２
９
５
円
（
給
食
費
）

▼
募
集
人
数　

30
人
（
定
員
に
な

り
次
第
し
め
き
り
）

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
し
め
き
り　

11
月
７
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

学
校
給

食
共
同
調
理
場
（
☎
85

－

３
１
３

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

３
１
２
２
）

 

置
賜
地
区
自
作
視
聴
覚
教
材

 

�
�
�
�
�
作
品
募
集

　

学
習
内
容
や
学
習
要
求
の
多
様

化
に
対
応
し
た
視
聴
覚
教
材
の
自

作
化
奨
励
と
自
作
技
術
の
向
上
を

図
る
た
め
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
か
た
の

作
品
で
、
他
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
未

発
表
の
も
の
と
す
る
。（
た
だ
し
、

県
図
書
館
協
会
主
催
「
手
づ
く
り

紙
芝
居
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し

た
作
品
は
出
品
可
。）

▼
部
門　

学
校
教
育
部
門
、
社
会

教
育
部
門

▼
種
別　

ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ
、

紙
芝
居
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト

な
ど

▼
出
品
料　

無
料

▼
し
め
き
り　

11
月
17
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）
ま
た
は
置
賜
教

育
事
務
所
社
会
教
育
課
（
☎
88

－

５
１
１
１
）

 

16
�
映
写
機
操
作
講
習
会

 

参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
16
㍉
フ
ィ
ル
ム
や
映

写
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
が
、
高
価
な
フ
ィ
ル
ム
を
痛
め

な
い
よ
う
、
こ
の
講
習
を
受
講
し

た
か
た
だ
け
に
許
可
証
を
交
付
し
、

映
写
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
育
成
会
、
婦
人
会
な

ど
、
各
団
体
に
一
人
は
持
っ
て
い

て
ほ
し
い
許
可
証
で
す
。
ぜ
ひ
受

講
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
28
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階

▼
内
容　

操
作
講
義
、実
技
、試
験

▼
受
講
料　

４
５
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

 

白
鷹
町
�
�
�
�
�
�
大
会

 

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

11
月
２
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

▼
ど
こ
で　

県
立
荒
砥
高
等
学
校

体
育
館

▼
種
目　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
男

女
ダ
ブ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、

少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス

▼
参
加
資
格　

町
内
に
お
住
ま
い

の
か
た
、
ま
た
は
町
内
に
通
勤
通

学
し
て
い
る
か
た

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
学
生
以

下
３
０
０
円
）

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
及
び
参
加
種
目
を
、
郵
送
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
し
め
き
り　

10
月
28
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

２
－

０
７
７
１　

鮎
貝
２
４
５
４

　

加
藤
雅
人
（
☎
85

－

２
３
９
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
６
７
８
）

 

地
球
温
暖
化
防
止
�
森
林

 

�
�
�
�
�
�
�
�
参
加

 

�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
火
）
午
後

１
時
45
分
〜
３
時
15
分

▼
ど
こ
で　

ふ
る
さ
と
森
林
公
園

内
（
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
上
部
）

▼
内
容　

ブ
ナ
苗
の
植
樹
５
０
０
本

＊
作
業
に
適
し
た
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。（
雨
天
決
行
）

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
林
業
振

興
協
議
会
（
置
賜
総
合
支
庁
西
置

賜
森
林
整
備
課
内
・
☎
88

－

５
１

１
１
）

 

雪
囲
�
講
習
会
�

 

受
講
生
募
集�

▼
い
つ　

10
月
27
日（
月
）、
28
日

（
火
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

▼
内
容　

庭
木
の
雪
囲
い
方
法
な
ど

▼
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
し
め
き
り　

10
月
22
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

３

－

０
０
０
３
長
井
市
東
町
２
番

12
号　

長
井
・
西
置
賜
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
84

－

４

５
３
５
）

 

小
作
料
�
減
額
�
�
�
�

　

水
田
を
借
り
て
耕
作
し
て
い

る
か
た
で
、
災
害
等
の
不
可
抗
力

（
風
水
害
・
病
虫
害
・
冷
害
・
噴

火
な
ど
）
に
よ
る
減
収
が
あ
っ
た

場
合
、
地
主
に
対
し
て
小
作
料
の

減
額
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
双
方
で
協
議
し
て
決
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
、
収
穫
さ
れ
た
米
の

価
格
の
25
％
に
相
当
す
る
額
よ
り

小
作
料
の
額
が
多
く
な
る
よ
う
な

場
合
、
そ
の
差
額
が
対
象
に
な
り

ま
す
。（
農
地
法
第
22
条
）　　
　

詳
し
く
は
地
元
の
農
業
委
員
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
農

政
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
２
８
）

 

行
政
書
士
�
�
利
用
�
�
�
�

　

行
政
書
士
は
、
役
所
な
ど
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
、
相
談
、
申
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請
代
理
等
を
行
い
ま
す
。

　

許
可
や
認
可
を
受
け
る
場
合
や
、

相
続
や
契
約
を
す
る
場
合
の
手
続

き
は
、
複
雑
で
専
門
的
に
な
り
、

法
律
や
行
政
手
続
き
に
つ
い
て
の

知
識
が
必
要
で
す
。
大
切
な
手
続

き
に
は
、
行
政
書
士
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
行
政
書
士
の
主
な
業
務　

農
地

を
宅
地
に
す
る
場
合
の
申
請
、
建

設
業
の
許
可
申
請
手
続
き
、
自
動

車
登
録
の
申
請
、
契
約
書
や
示
談

書
の
作
成
、
内
容
証
明
書
の
作
成

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
行
政
書
士
会

長
井
支
部
（
☎
88

－

９
２
６
４
）、

ま
た
は
お
近
く
の
行
政
書
士
へ

 

無
料
調
停
相
談

▼
い
つ　

11
月
12
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
白
椿
地
区
公

民
館

▼
相
談
事
項

①
金
銭
の
貸
し
借
り
に
関
す
る
問

題
、
土
地
や
建
物
に
関
す
る
問
題
、

交
通
事
故
に
関
す
る
問
題
な
ど
民

事
関
係
全
般

②
夫
婦
間
の
問
題
、
男
女
間
の
問

題
、
遺
産
や
相
続
に
関
す
る
問
題

な
ど
家
事
関
係
全
般

＊
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
調
停
協
会

（
長
井
簡
易
裁
判
所
内
・
☎
88

－

２
０
７
３
）

 

無
料
特
設
登
記
相
談
所

　

山
形
地
方
法
務
局
、
山
形
県
司

法
書
士
会
、
山
形
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
で
は
、
土
地
の
境
界
、
不

動
産
の
相
続
や
売
買
、
会
社
の
役

員
変
更
や
増
資
な
ど
の
相
談
を
受

け
る
「
無
料
特
設
登
記
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

▼
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
長
井
支
局（
☎
88

－

２
５
８
７
）

 

山
形
�
家
�
�
�

利
子
補
給
制
度�

　

県
で
は
、
耐
久
性
の
高
い
住
宅

と
県
産
木
材
を
使
用
す
る
住
宅
を

建
設
（
購
入
）
さ
れ
る
か
た
に
、

県
内
の
金
融
機
関
、
住
宅
金
融
公

庫
の
協
力
を
得
て
、
住
宅
ロ
ー
ン

に
利
子
補
給
し
ま
す
。

▼
融
資
限
度
額　

２
５
０
０
万
円

以
内

▼
利
子
補
給
率　

０
・
５
％
（
耐

久
性
の
高
い
住
宅
）、１
・
０
％

（
耐
久
性
が
高
く
、
県
産
木
材
を

使
用
し
た
住
宅
）

▼
利
子
補
給
期
間　

３
年
間
ま
た

は
５
年
間

▼
対
象
住
宅
ロ
ー
ン　

３
年
固
定

金
利
・
５
年
固
定
金
利
、
融
資
期

間
35
年
以
内

▼
申
込
期
間　

10
月
24
日
（
金
）

ま
で
（
耐
久
性
が
高
く
、
県
産
木

材
を
使
用
し
た
住
宅
は
、
12
月
26

日
ま
で
受
付
。
耐
久
性
の
高
い
住

宅
の
申
込
者
が
50
戸
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
土
木
部

建
築
住
宅
課
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
６
４
０
）

 

国
際
�
�
�
�
�
�
�
長
井

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

▼
ど
こ
で　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
長

井
店
１
階

＊
収
益
金
は
、
地
域
の
奉
仕
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

斎
藤
美
保
子

（
☎
84

－

５
０
１
５
）

 

不
動
産
�
競
売
�
�
�

▼
物
件　

米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、

建
物
、
農
地
、
原
野
、
雑
種
地
な

ど
約
35
件

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

　

10
月
29
日
（
水
）
ま
で
山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部

▼
入
札
期
間　

10
月
17
日
（
金
）

〜
29
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

米
沢
支
部
（
郵
送
可
）

▼
開
札
日
時　

11
月
５
日
（
水
）

午
前
10
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

裁
判
所
見
学
会

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁

判
所
米
沢
支
部

▼
内
容　

刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判

手
続
説
明
及
び
庁
舎
内
見
学
な
ど

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課
（
☎

０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

10
月
�
不
法
投
棄
�
�
�
�

 
�
強
化
月
間
�
�

　

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
法

律
で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

▼
不
法
投
棄
１
１
０
番

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

＊
な
お
、
不
法
投
棄
１
１
０
番
に

つ
い
て
は
、
強
化
月
間
だ
け
で
な

く
、
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地
区
不
法

投
棄
防
止
対
策
協
議
会
事
務
局

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
・
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４
）

 

山
形
県
食
�
安
全
県
民
会
議

 

委
員
�
募
集
�
�
�

　

県
で
は
、
食
の
安
全
に
つ
い
て

県
民
各
層
が
意
見
交
換
し
、
情
報

を
共
有
し
て
い
く
場
と
し
て
、「
食

の
安
全
県
民
会
議
」
を
設
置
し
ま

す
。
こ
の
設
置
に
あ
た
り
、
委
員

を
広
く
一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
も
募

集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象　

県
内
在
住
で
、
食
の
安

全
・
安
心
に
関
し
て
実
践
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
か
た
、
あ

る
い
は
関
心
を
お
持
ち
の
か
た

▼
募
集
人
数　

８
人
程
度
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
、
募
集
要
項
は
、

県
生
活
安
全
調
整
課
、
各
総
合
支

庁
総
務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
し
め
き
り　

10
月
31
日

（
金
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
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みんなでつくろう安心の街
～日本一安全な山形県を目指して～

10月11日（土）～ 20日（月）まで全国地域安全運動が実施
されます。
大切な財産を守るために

●自転車は「防犯登録・二重ロック」を
●自動車は「キー抜き・ドアロック」を

●オートバイは「キー抜き・ハンドルロック」を

●玄関ドアや窓は必ずカギを

自動販売機荒らしの被害を防止するために

●管理者は、自動販売機に必要以上のお金を入れておかない。

●チェーンカギを取り付ける。

●自動販売機を壊している人、買い求める様子のない駐車車

　両を見かけたら110番

暴力団を追放するために

●暴力団を恐れない、暴力団に金を出さない、暴力団を利用

　しない。

■問い合わせ　長井警察署生活安全課（☎84－0110）

環境にやさしい買い物キャンペーン実施中

お買い物の際は、次のことを心がけましょう。
　①買い物袋を持参する。

　②商品の過剰包装を辞退する。

　③環境にやさしい商品（詰め替え品、再生素材を使用した

　　商品など）を購入するよう努める。

　わたしたちのちょっとした行動が、環境への負荷を減らす
ことにつながります。

県
生
活
安
全
調
整
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
５
５
０
）

 

骨
髄
�
�
�

休
日
集
団
�
�
�
登
録
会�

　

ド
ナ
ー
（
骨
髄
提
供
希
望
者
）

登
録
は
、
約
10
㏄
の
採
血
で
す
み

ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
２
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
（
米
沢

市
）

▼
対
象　

20
〜
50
歳
ま
で
の
健
康

な
か
た

＊
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
先
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜

保
健
所
医
薬
事
係
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
８
７
２
）

 

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

　

こ
の
講
習
会
は
、
消
防
法
の
規

定
に
基
づ
く
消
防
設
備
点
検
資
格

を
取
得
し
よ
う
と
す
る
か
た
の
た

め
の
講
習
会
で
す
。
３
日
間
の
講

習
を
受
講
し
、
講
習
会
の
最
終
日

に
行
わ
れ
る
修
了
考
査
に
合
格
す

れ
ば
「
消
防
設
備
点
検
資
格
者
」

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
い
つ　

・
第
１
種　

11
月
26
日
（
水
）
〜

28
日
（
金
）

・
第
２
種　

12
月
２
日
（
火
）
〜

４
日
（
木
）

▼
ど
こ
で　

山
形
県
建
設
会
館

（
山
形
市
）

▼
受
講
料　

種
別
ご
と
３
万
３
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
受
付
期
間　

10
月
20
日（
月
）〜

10
月
31
日（
金
）（
持
参
ま
た
は
郵
送
）

▼
申
込
書
入
手
先　

消
防
本
部
、

消
防
署
、
各
消
防
分
署
、
山
形
県

消
防
設
備
保
守
協
会

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
市

松
波
２

－

８

－

１
山
形
県
消
防
保

守
協
会（
県
庁
消
防
防
災
課
内
・
☎

０
２
３

－

６
３
０

－

２
１
４
７
）

�
雇
用
調
整
方
針
�
届
出
事
業

 

主
�
拡
大
�
�
�
�
�

　

都
市
銀
行
、
地
方
銀
行
（
第
二

地
銀
含
む
）、
信
用
金
庫
、
信
用

協
同
組
合
の
不
良
債
権
処
理
の
影

響
に
よ
り
、
雇
用
調
整
を
行
わ
ざ基本料金

施設名 午前 午後 夜間 冷暖房

多目的ホール
（スポーツ）

2,100円 2,100円 3,150円

冷暖房の使用
料は、それぞ
れの料金の３
割増しになり
ます。

多目的ホール
（催事）

5,250円 5,250円 7,870円

会議室 1,050円 1,050円 1,570円

情報・展示
コーナー

1,050円 1,050円 1,570円

研修室１ 1,050円 1,050円 1,570円

研修室２ 1,050円 1,050円 1,570円

教養文化室 1,050円 1,050円 1,570円

パワーセンター使用料の改定について

　白鷹勤労者総合福祉センター（通称：パワーセンター白鷹）
が財団法人雇用能力開発機構より譲渡されたことに伴い、使
用料が10月１日から次のとおり改定になりました。なお９
月30日以前に予約されているものは従前の料金となります。
（使用時間は、準備の時間も含みます。）
　また、営業目的などで使用する場合は、町外のかたは基本
料金の３倍、町内のかたは２倍の額になります。

■問い合わせ　パワーセンター白鷹（☎86－0001）

る
を
得
な
い
事
業
主
の
か
た
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

「
雇
用
調
整
方
針
」
に
よ
る
離

職
者
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
山
形
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.yam

agata-
rodo.go.jp

）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
職

業
対
策
課
（
☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
１
）
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土
曜
日
の
午
後
、
中
山
小
学
校
の

体
育
館
で
中
山
地
区
移
動
町
長
室
を

開
い
た
。
す
で
に
会
場
は
多
数
の
地

区
の
か
た
が
た
が
見
え
て
い
る
。
移

動
町
長
室
は
、
各
地
区
の
要
望
を
受

け
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
区
の
課
題

解
決
の
た
め
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
直

接
に
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る
た
め

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
後

の
行
政
の
あ
り
方
、
地
域
の
発
展
を

考
え
る
大
事
な
話
で
あ
っ
た
。
水
田

基
盤
整
備
事
業
や
地
区
の
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
農
業
・

農
村
を
振
興
す
る
た
め
の
意
見
や
道

路
補
修
等
、
そ
し
て
、
下
水
環
境
の

整
備
な
ど
生
活
環
境
の
向
上
な
ど
大

変
活
発
な
前
向
き
な
考
え
が
出
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
上
で
大
事
な
視
点
を
含
ん

で
い
る
提
案
が
あ
っ
た
。

　

一
つ
は
、
白
鷹
山
周
辺
を
公
園
化

し
、
そ
し
て
ス
キ
ー
場
の
活
用
を
も

っ
と
と
の
提
案
で
あ
る
。
水
ば
し
ょ

う
園
、
三
十
三
観
音
、
ス
キ
ー
場
、

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
基
地
等
の
地
域
資

源
を
も
っ
と
連
携
し
、
有
効
活
用
と

そ
の
価
値
の
高
め
方
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
も
の
が
周
遊
で
き
る
よ
う
な
コ

ー
ス
設
定
が
で
き
な
い
か
と
の
話
で

あ
る
。
同
感
の
考
え
で
あ
る
。
地
域

の
こ
と
は
地
域
の
か
た
が
一
番
わ
か

る
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
へ
の
思
い

入
れ
が
強
い
こ
と
が
地
域
を
良
く
し

て
い
く
源
で
あ
る
。
こ
の
中
山
針
生

地
区
は
、
ま
さ
に
独
立
景
観
と
し
て

極
め
て
優
れ
、
地
区
全
体
の
自
然
と

資
源
を
大
事
に
し
て
お
り
、
人
が
交

流
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
そ
の
際
、
ど
う
い
う
形
で
実

現
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は

行
っ
て
い
く
時
代
に
入
る
。
共
同
で

な
く
、
協
力
し
て
知
恵
を
出
し
働
き

合
う
と
い
う
視
点
の
協
働
の
ま
ち
・

地
域
づ
く
り
へ
と
変
化
す
る
。
こ
れ

は
、
地
方
財
政
の
運
営
を
、
わ
が
町

も
含
め
て
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
と

い
う
認
識
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
町
民
、

行
政
が
よ
り
良
い
実
現
に
向
け
て
、

お
互
い
可
能
な
力
と
知
恵
を
出
し
合

い
、
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
過
程
で
実
現
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
う
。

　

二
つ
は
、
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
の

活
用
、
ス
キ
ー
場
の
管
理
と
利
用
に

つ
い
て
で
あ
る
。
建
設
的
な
考
え
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
町
民
に
対
し

て
の
施
設
の
徹
底
的
な
活
用
を
最
大

限
可
能
と
す
る
た
め
の
あ
り
方
、
つ

ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て
徹

底
し
て
最
善
化
が
図
ら
れ
る
方
策
を

指
摘
し
て
い
る
。
徹
底
し
た
努
力
を

行
政
側
で
行
う
必
要
を
改
め
て
感
じ

た
。

　

移
動
町
長
室
の
話
し
合
い
を
終
了

し
、
外
に
で
た
。
午
後
４
時
頃
で
あ

る
。
遠
く
の
山
並
み
が
美
し
い
。
こ

の
風
景
を
眼
前
に
、
毎
日
こ
の
学
校

で
学
ぶ
子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
い
る
。

大
き
い
、
小
さ
い
を
問
わ
ず
、
地
域

の
学
校
は
大
事
だ
。
子
ど
も
に
と
っ

て
も
良
く
、
地
域
に
と
っ
て
も
良
く
、

こ
の
学
校
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
行
く

の
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
含
め
地

域
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
の
か
、
必
死

で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
国
民
文
化
祭
�
開
催
�
�
�
�
�
�

時
折
雨
�
降
�
中
�
運
営
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
皆
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本
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�

疲
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�
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�
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�
風
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�
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�
�
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最
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�
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気
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�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
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�
流
行
�
�
季
節
�
�
�
�

�
�
�
�
数
年
前
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�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
肺
炎
�
�
�
入
院
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
今
年
�
予
防

接
種
�
受
�
�
�
�
�
検
討
中
�

�
�
年
寄
�
�
慢
性
疾
患
�
持
�
�

�
�
人
�
疲
�
�
�
�
人
�
睡
眠
不

足
�
人
�
�
�
�
�
�
重
症
化
�
�

可
能
性
�
高
�
�
�
�
�
�
皆
�
�

気
�
�
�
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�
�
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�
�
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●8月23日 ▼9月22日

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（海　谷　孝　二　　滝　野
永　田　幸　恵　　岩手県

（菊　地　秀　憲　　米沢市
　原　　冬　子　　高　玉

（原　田　正　洋　　鮎　貝
石　川　澄　香　　米沢市

（中　川　裕　之　　横田尻
竹　田　桂　子　　長井市

（渋　谷　秀　行　　畔　藤
鈴　木　実和子　　山形市

（丸　川　道　明　　高　玉
　張　　亜　華　　中　国

（紺　野　敏　彦　　畔　藤
佐々木　カエデ　　荒砥乙

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
萩　野　竹　田　み　ち　82
荒砥甲　加　藤　　操　　79
荒砥甲　吉　田　周　子　82
十　王　小　関　　清　　81
山　口　布　川　清　子　61
横田尻　板　垣　與次郎　60
荒砥甲　松　野　い　し　96
十　王　梅　津　靜　一　81
滝　野　佐　藤　ち　よ　82
横田尻　小　林　こ　う　91
横田尻　丸　川　和　夫　57

No.886
2003-12

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。

㉛

�
移
動
町
長
室
�
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名   子の名

畔　藤 衣袋 慶　三 佳
よし

　之
ゆき

ゆ　り

畔　藤 鈴木 　隆 愛
あい

　華
か

麻里子

箕和田 小口 孝　司 玲
れ

　菜
な

真由美

荒砥甲 川口 成　司 裕
ひろ

　人
と

弘　美

荒砥乙 安達 泰　美 一
かず

　礎
き

静　子

鮎　貝 上村 直　樹 栞
かん

　凪
な

由紀子

横田尻 金子 哲　治 碧
あお

　杜
と

紀　子

横田尻 土屋 　学 大
だい

　地
ち

美　保

荒砥乙 竹田 安　路 旺
お

　叶
と

美佐子

荒砥乙 長岡 　聡 丈
たける

美保子

横田尻 小林 茂　樹 音
おと

　葉
は

美佐子

高　玉 髙橋 正　明 優
ゆ

　羽
う

加代子


